

おまたせしました。メインイベントです！

　さて、まず最初に１４４．６４（又は６６）MHｚを受信してみましょう。

　ピーギャラ聞こえませんか？聞こえますね、これをパケット（音）といいます。

　このピーギャラ音を、パソコンが読解する文字データに変換する事、パソコン

　からの文字データを、ピーギャラ音にかえるのが、TNCの役割です。

　

　TNCを用いた無線機接続図



無線機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TNC





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PC

 　接続を図にしてみました。　PCの送信データをTNC

　が受け取ると、PTTを叩くと同時に、マイクにピーギャラ音をTNCは出力します。

　まった当たり前ですが、それでピーギャラが、聞こえるわけですね。

　また、無線機が受信したピーギャラは、TNCに送られます。TNCはピーギャラを

　常に読解スタンバイ状態にありますから、次々とPCの送ります。それをPCは

　表示するわけすね。国内では１４４．６４MHｚ及び１４４．６６MHｚで行われて

　います。（ピーギャラはパケットと読み替え願います）このチャンネルで運用する

深夜のトラッカー達は

　　　　　　　　「今夜も、ゴジラが鳴いとるでェ」

　と、おっしゃっているそうです。ははは、苦笑してしまいますね。余談はさてお

　いて、同じく前述ですが国内メーカーは、TNCを作っていないと思われます。

　そこでスナメリ仕様では

　　　　　TNCの役割をソフトウェアでやっちゃう（TNCレスソフト）

　を、使用する事としました。ソフトなら壊れても、もう一度インストールすれば

　いいのですからね。設定方法さえマスタすれば、USBスティックにソフト類を

　もっておけば、いつでも復活します。

　　さて、そのソフトの名前は　

AGWPE　～　AGWパケットエンジン


[image: image1.wmf]AGW Packet Engine.exe


　です。これからこのソフトに依存する事になります。

　つまりは、TNCレスソフトってなんだ？という事になろうかと思います。AGWPE

　を含めたTNCレスソフトとういうのは

　　　TNCの機能をPCのソフトで代行

　させる（というか、していだだく）機能・ソフトウェアの事なんですね。それを

　簡単に図解化すると


　　パソコンのつもり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シリアルポート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（RS-２３２C）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




    　　マイク　　SP

　実際にはどうだか分かりませんが、AGWPEには２つの（もしくは３つの）機能

　があります。PCのマイクにはいったピーギャラ音を、データに変換する機能

　アプリケーション（AGWTrackerやUI-View32）から引き渡されたデータ

　をピーギャラ音に変換する機能（及び同時にPTT信号を発生させる）です。

　（解読）

　もうお分かりと思いますが、無線機の外部SPの信号は、パソコンのマイクに

　接続されます。マイクに入った信号が、解読機能でデータとしてアプリケーション

　に渡されます。そして、我々はその処理した結果を、マップ上なりに見て取る

　事ができます。

（パケット音）～正式名称は不明

　また、アプリケーションが、そのタスクによりビーコン発射を実施するため、

　AGWPEにビーコンデータ文字列を引き渡します。それを、ピーギャラ音で

　PCのSPより出力します。（SPプラグがはずれていると、PCのSPより

　ピーギャラ鳴りますので、よくわかります。）これが、マイクコネクタの

　MICラインにはいり、送信中はビーギャラ音が電波にのります。

（PTT信号）

　そのピーギャラと同時に（実際は、鳴る前・鳴った後すこし間をおいて）、

　シリアルポートのコネクタの７－５番ピンの間に電圧を発生させます。

　（RTS信号っていいますが、覚えておかなくて良いです。人に自慢する

　必要がある人は覚えておいてください。　Request　Transmitting

　Signal　の略かもしれません。適当です。）

　この電圧をI/Fは、ON-OFF動作に切替て、無線機マイクコネクタのPTTに

　つながります。従って、PCのSPよりピーギャラいってる時に、PTT握りま

　すので、ピーギャラ送信が完結するわけっす。

　というわけで、TNCがなくても、あなたもピーギャラできるわけです。


　では、お約束のダウンロードです。例にによってSV2AGWサイトにアクセス

　　http://www.sv2agw.com/downloads/default.htm
　　おなじみの、ダウンロード画面となりますので、
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□四角でかこんだファイルをダウンロード、それぞれ解凍してください。

解凍したら、drivers.zipの解凍ファイルをAGWPEの解凍したフォルダ

の中にいれれば、おしまいです。

（1） 起動

AGWPEのフォルダの中に、こんなアイコンがあるはずです。


[image: image3.wmf]AGW Packet Engine.exe


　ダブルクリックしましょう。しましたか？何も起こりませんネ。あはは、パソコン

　画面の右下のツールバーの中に、このアイコンの小さい奴がいませんか？

　いましたね。（ソフト使用の許諾条件の同意が出てくるかもしれません。）

（2） 設定をします。　　ソフトは設定が勝負だぜ！

　ＡＧＷＰＥの設定を行います。画面右下のツールバーに上のＡＧＷＰＥのアイコ

　ンがありますので、右クリックをします。プルダウンメニューができてきますので、

　一番上のプロパティ（Properties）を選択します。
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上記の画面がでてきますので、ＮｅｗＰｏｒｔをクリックします。

すると、ＴＮＣの設定をしてくださいとう英文のガイド現れますので、ＯＫをクリック

します。
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　この画面になります。

　ＳｅｒｉａｌＰｏｒｔ（左上）

　　通常　ＣＯＭ１：　を選択します。シリアルポートのないＰＣをお使いの

　　　　　方は、USB-Ｓｅｒｉａｌの変換を使用されると思いますが、その場合

　　　　　は、ＣＯＭ５となる時が多いと思います。デバイスマネージャで

　　　　　ご確認ください。

　　　　　ＢｏｕｄＲａｔｅは、とりあえず1200にしておきます。

真ん中のＴＮＣタイプブルダウンでＳｏｕｎｄＣａｒｄを選択

　　　（これは、ＴＮＣの選択ですが、ここでＰＣのサウンドカード～ＰＣ

　　　　に付属しているサウンドシステム～を選択します。これにより外部

ＴＮＣのかわりにＰＣサウンドシステムを使用する事になります。）
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ＳｏｕｎｄＣａｒｄを選択すると、この画面になりますがこのままＯＫを

クリックすしてください。（ＵＳＢ－Ｓｅｒｉａｌを使用の方は右中ほど

のＦｕｌｌＤｕｐｌｅｘにチェックを入れないとうまく送信できない場合

があります。）
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最後に、ＳｉｎｇｌｅＰｏｒｔにチェックをいれて完了です。あとはＯＫを押して

このタスクから抜け、リスタート要求があります。ＯＫを押して、ツールバーの

アイコンを右クリックして、Ｅｘｉｔを選択し一端終わらせて、再度ＡＧＷＰＥを

起動し設定完了です。（お疲れ様でした）


　AGWPEを起動します。（話の流れ上起動されてますよね）

（１）AGWTraker　でピーギャラ

　では、AGWTrackerを起動します。ソフトが落ち着いたら、
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アクションのメニューを表示させ、上の画像のようにAGWPEに接続にチェックが入って

いる事を確認します。（チェックがなければ、“AGWPEに接続”を選択します。）
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次に、ALT　＋　Aキーを押すと、上の画面のようになります。この状態でリターン

聞こえましたか？

これは、先に設定したあなたの局のデータのピーギャラ音です。感動ですね。そうで

もありません？　いや、感動してください。

（もし聞こえない場合は、PCのサウンドプロパティの音量を確認してください）

(3) UI-View32　でピーギャラ

　UI-View32を起動します。ソフトが落ち着きましたら（毎度ですが）、
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UI-Viewの　Setup　→　Comms　Setup　と進むと上の画面になります。Host modeを、

上図のようにAGWPEに選択して、OKを押してください。すると、意味不明なコンファーム

が出来てきますので、これもOKを押して終了です。

次に、ファンクションキーの９番　すなわち　Ｆ９キーを押してください。

聞こえましたか？

これが、ＵＩ－Ｖewのピーギャラです。ＡＧＷＴとの音の違いが分かりましたか？

分かるわけありませんよね。私もです。でも、実は違うデータがでています。

ＡＧＷＴのＭｏｎｉｔｅｒと、ＵＩ－ＶewのＴｅｒｍｉｎａｌで、発射ビーコン

（今回のピーギャラ）が文字で表示されていますので、確認してみてください。

（例）

01:48:28T JQ2XAF-9>APU25N,RELAY,WIDE Port=1 <UI C Len=45>:

=3635.34N/13637.41EYNow only TCP/IP {UIV32N}

　

　このＡＰＵ２５Ｎという部分が、ＵＩ－Ｖew32を現します。すなわちアプリ

　のＩＤがここにはります。

　この意味は、

01:48:28T JQ2XAF-9>APU25N,　　RELAY,WIDE 　Port=1 <UI C Len=45>:

発信時刻　局名　　ソフトＩＤ　デジ経路　　出力ポート

=3635.34N/13637.41E　Y　　　　　　　　　Now only TCP/IP {UIV32N}

　位置　　　　　　　シンボル（ヨット）　コメント　及び　ソフト名

　となります。他局の解読ピーギャラを見る時の参考にしてください。


　ここでは、実際の無線機からの受信出力をＰＣに接続し、ＯＮ　ＡＩＲの電波を

　受信して、ソフトの表示にトライしてみます。ただし、成功率（解読率）は

　かなり低いですので、お試し程度にお考えください。

用意するもの　モノラル　ステレオどちらでもかいまいせんが、接続コードです。


　　　　　　　　　こんなの

　無線機の周波数を、１４４．６４ＭＨｚ（又は６６）にあわせてください。しばらく

　もしくは、あわせたとたんに、ピーギャラ音が聞こえますか？

　（聞こえない場合は、付近にＡＰＲＳの運用局がいない可能性が大です。）

　それでは

　①ピンジャックの接続コードで無線機のＳＰ端子とパソコンのＭｉｃ端子

を接続してください。

　②ＡＧＷＰＥを起動してください。

　③ＡＧＷＴ又はＵＩ－Ｖiew32を起動してください。

　④ソフトにＡＧＷＰＥが接続されている事を確認してください。

　　（初ピーギャラで、ＡＧＷＰＥとの接続をやってますんで、それを参考に　

　　　してください。ＰＣからピーギャラ出ればＯＫです。）

　⑤画面右下のツールバーのＡＧＷＰＥのアイコンを右クリックして

　　ＳｏｕｎｄＴｕｎｉｎｇＡｉｄを選択して、ＳｉｇｎＷａｖｅを選択すると
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　こんな画面になると思います。

⑥無線機のスケルチを開放して、ノイズを受信して画面のピークになる

　　ように無線機のボリュームを調整してください。

　⑦もし、うまくいけば上の画像のように、データが解読されて地図上に

　　プロットされていきます。

実際は、なかなかＰＣでのパケットの解読はうまくいきません。現実の無線機

から出力されるパケット音がＰＣの許容する解読可能な波形にならない事が

原因と考えられます。

解読率をＵＰさせるため・及び実際にＰＣから無線機の送信を制御するＩ／Ｆ

の製作を次章で説明します。

　

４）　TNCレスソフトを使う（そのココロは？）





P T T （プレス）





MIC（TNC出力）





外部SP(音声出力)





Radio





AF-in





（１）再びTNC（そのハードウェアな働きは？　の巻）





（２）　　　AGWPEってなんだ？





　





ｆｍ：JQ2XAF-8 ARPS,RELSY,WID


342005N1363755EY





解読機能





ピーギャラ





●　SP　　　無線機


MIC（音声）


MIC（PTT）








生成・PTT機能





ピーギャラ





I/F





（３）　　　AGWPEをインストール





（４）　お初ピーギャラ　（°０°）／　ワオ！





（５）　ＯＮ　ＡＩＲ　の受信にトライ！
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